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はじめに

3/18（月）蘇州市（合流）
3/19（火）蘇州市→西山（林屋 洞）→弯窪山（上真観）→蘇州市

3/20（水）蘇州市（蘇州市博物館）→旬容市

3/21 （木）旬容市→茅山（崇禰万寿宮→元符万寧宮→華陽洞→仙人洞

→玉晨観遺址）→旬容市

3/22（金）句容市→茅山（乾元観→老君 洞→三官 洞→柏子 洞→良常山

→老虎洞）→旬容市

3/23（土）句容市（葛仙観→華陽書院）→茅山（金牛洞→茅洞→元陽観）

→旬容市→南京市
3/24（日）南京市

3/25 （月）南京市（南京大学仙林校区ミニシンポジウム）

3/26（火）南京市 （解散）

筆者は 2013 年 3 月 18 日から 26 日まで、 専修大学の 土屋昌明教授を代表

とする涸天福地調査隊に参加する機会に恵まれた。 上の表は、 筆者が同行した

全日程であり、 本稿ではそのうち枠で囲った部分について、 調査記録を作成し

た。 まず、 この調査記録の構成について簡単に説明しておきたいと思う。

• 一 日ごとにタイムテ ー ブルを作成したが、 これがこの調査記録の最も碁本的
な部分である。 ここから写真、 地図、 解説に移動できるように参照を付けて

ある。 なお、 時刻は 15 分刻みで表示している。

・写真については、 一部、 筆者が 2012 年 8 月末に茅山を訪れた際に撮影した

ものも含まれているが、 それについては必ずそのことを注記している。 とく

に注記のないものは、 すべて今回の調査中に撮影したものである。

•この調査記録では、 文献の記述だけからではつかみにくい地理的な感覚を伝

えたいと思い、 地図を付すことにした。 地図については、 すべてグーグルの

地図を利用させていただいた。 本来は、 もっと地図を多用するつもりだった
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注l … 李洲芳（ 一九九六）
三二 ～ 三七頁、 横 手
（二0ーニ）七九頁を参照。
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が、 筆者に利用できる適当な地図がグーグルマップしかなく、 それであれば

ネット上で参照できるので、 最終的に枚数を減らした。 また、 なるべく余分

な情報の少ない地図を利用し、 そこに筆者が提供したい情報を自分で書き込

んだ。 なお、 地図lは冒頭に、 地図2~4は末尾に付してある。
・ 解説には、 調査のようす、 筆者の感想、 調査地についての簡単な紹介、 調査

地と文献資料との照合作業の結果などを記しておいた。 また、 できる限り解

説の文章が写真と地図に関連するように気を付けたつもりである。
・林屋洞に関しては、 横手裕「洞庭包山林屋洞」（『洞天福地研究』第二号）に、

茅山の元符万寧宮と華陽洞、 仙人洞、 玉晨観、 乾元観、 金牛洞に関しては、

土屋昌明「第八大 洞天句曲山 洞の現況と考察」（同上、 第三号）に、 より周

到な考察がなされているので、 あわせて参照していただきたい。 今回の調査

記録では、 内容の重複を意図して避けた部分もあるが、 同じ場所を調査した

ということで、 結果的に重複した部分もある。

• 3/19（火）から3/23（土）までの調査参加者は、 土屋昌明氏、 森瑞枝氏、

鈴木健郎氏、 酒井規史氏、 廣瀬直記の五名である。

1. 3/19（火）の調査

09:30 晴れ。 タクシーに乗って蘇州市街を出発。 太湖のほとりに出る。

10:15 太湖の上には諜がかかっており、 遠くまでは見渡せなかったが、

海岸線のように続く道を走りながら太湖の大きさを感じた。

10:45 I 全長約4kmの太湖大橋を渡り、 太湖最大の島、 西山島金庭鎮に入

る。

11:00 I林屋洞景区（※地図1)に到着。 景区はよく整備されており、 観

光客で賑わっているようす。 売店で『太湖西山』などの本を購入。

11: 1 s I 林屋 洞(※ 1-1、 写真1)入口に到着。

l2:00 1林屋洞を出る。 出口周辺には数点の摩崖石刻がある 。 ＂

12:15 林屋山（※写真2)を登る。 足下には梅林が広がり、 少し目を上

げれば、 白く霞んだ太湖が見渡せる。

12 :30 I山頂の霊祐観（※写真3)に到着。



1 3:oo I林屋洞景区を出る。 タクシ ー に乗って東山景区（※地図 1) に向

かう。

14:00 I 東山観光センター に到着。 街道には茶葉を売る店が軒を連ねてい

る。 ここ は碧螺春という有名な お茶の 産地でもある。 昼食。

1 4:45 I大粒の 雨が降りはじめる。 予定を急遁変更し、 弯薩山に行くこと

にする。

1 5:30 I弯薩山（※地図 1) に到着。 観光センター で傘を借りる。

15:45 I 上真観(※ 1 -2、 写真 4) に到着。

1 6:30 I 景区バスの最終便に乗って弯窟山を 下り、 タクシ ー に乗って蘇州

市街へ戻る。

1-1. 林屋洞

林屋洞は、 林屋山というカルスト地形の丘陵の下 にある。 入口付近のごつご

つとした石灰岩の壁には、 「 天 下第九洞天」や 「倦府」などの文字が刻まれている。

蘇州句容洞天福地調査記録 29 



写真1 林屋洞

注2••• 横手 （二0-=)
七六頁に写真がある。

注3… 李洲芳(-九九六）
二三頁。

注4•••霊祐観の歴史につ
いては、 横手 （二0 ーニ）
七三～七四頁を参照。
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洞口は、 景区の敷地よりも一段低い場所にあり、 左右に大きく開けている。 •2

案内板によると、 洞窟内には隔凡洞、 天后別宮洞、 金龍洞、 丙洞、 陽谷洞の五

つのエリアがある。 各エリアは地下室のような空間的広がりを持っており、 そ

こに巨大な石が林立している。 『太湖西山』の記述によると、 林屋洞の「林屋」

という名は、 「頂平如屋、 立石如林」という洞窟内の形状から取られたものだ

という 。 •3

林屋山山頂の霊祐観
＊
4 は、 小規模であるが、 道士もいる。 二00五年九月



に復興されたものだという。 •5 中心には、 駕浮閣という三層五階の楼閣があり、 注5・・・蘇州呉中区道協

その 第一層目（二階部分）には「三清閣」と書いた 扁額が掛かっている。 その （二00五）六三頁を参照。

下をくぐってなかに入ると、 一 段低くなった一 階部分に 三清像などが祀られて

いる。 また、 楼閣のそばには小さな請香場があり、 「蘇州市呉中区道教教会太

湖西山林屋洞霊祐観管理委員会」という縦書の 札が掛かっている。

1-2. 弯薩山上真観（※地図1)

弯窟山は、 十大洞天でも 三十六洞天でも七十二福地でもないが、 今回の調査

でたまたま訪れる機会を得た。 高さ は341.7m。 林屋山に比べれば、 山らしい

山だと言える。 ここ は孫武が『孫子兵法』を著わした 地であるとも言われ、 孫

武文化園や 孫武書院、 孫武苑などの施設が点在し、 整備された観光地となって

いる。 た だ、 我々 一行には、 孫武関係の施設を回る時間的余裕はなく、 急い で

景区バスに 乗り、 上真観へ向かった。

上真観は正一派の道観 である。 規模は 大きく、 道士もいる。 現在の建物は、

たいへん真新しく見えたが、 この地における信仰の 歴史は、 かなり古くに遡る

ようであり、 山門には「皇清勅建上真観」という扁額が掛かっていた。 その下

をくぐって、 長い階段を一直線に登ると、 大きな殿宇があり、 そこに 三茅君が

祀られている。 解説の パネルを見ると、 「茅盈、 茅固、 茅衷の 三兄弟は、 弯薩

山で修行した後、 茅山に 移って得道昇仙したのだ」と書いてある。

しかし、 『雲笈七鍛』巻一〇四「太元真人東嶽上卿司命真君伝」 と『茅山志』

巻五「三神紀」における 三茅君の伝 記を見る限り、 彼らが弯隧山で修行したと

いう記述はない。 「太元真人東嶽上卿司命真君伝」によると、 茅盈（後の大茅君）

写真4 上真観
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写真5 上真観の大茅君像

注6…この三兄弟が再会す
るくだりには、「以漢元帝
永光五年三月六日渡江、 求
兄於東山、 遂興相見」（『雲
笈七鍛』巻一〇四1 6 a) 
とある。 この東山が現在の
東山景区の東山であれば、
地理的には弯隊山に比較的
近いと言えるが、『弯窟山
志』を見る限り、 このエピ
ソードがとくに重視されて
いるわけではないようであ
る。

注7•••余方為童子、 侍先君
子湘。 何幸干朝員遇之（※
之＝施亮生）。 時蓋庚寅春
日也。 先君子轍然笑曰、 吾
道楽得其朋芙。 因中丞公典
亮生、放艇河曲、遍歴山阿。
見有三峰挿天、 隣絢特起、
諸山如棋如伏、 咸出其下。
先君子曰、 異哉此山、 蓋氣
隠隈隆隆、若有神物護之者。
然是名弯窟山。 則三茅員君
之行宮在焉。 此山世博為赤
松子採赤石脂慮、先祖留侯、
従赤松子遊。 是耶非耶。 山
之顧挽石為室、 名國師愈。

注8•••弯窟賞漢之初平年
間、 建有上員観。 此時員君
尚未生。 而上員観之建干此
山、 蓋千餘年干紐芙。 太玄
元君・定録二君・保命三君
兄弟、 同生於後漢之建武十
年甲午歳。 元君以童慎成
道。 雨弟以孝廉學高職、 棄
家捨族、 同往修煉、 遂證員
君之位。 賓詰中所稲隠恒山
而悟道、 登句曲以昇天者此
也。 員君授東嶽之職、 掌中
界之櫂。 後 之人、 遂以弯窟

（廟）〔祠？〕（是）〔祀）員
君。 上員観之名、因之不改、
所従来者久芙。 ※〔 〕内
は実物の石碑による。

32 洞天福地研究第4号

は恒山、 西城山、 亀山で修行した後に旬曲山（茅山）に入ったようであり、 ま

た弟の茅固（後の中茅君）と茅衷（後の小茅君）は官途に就いていたが、 後に

得道した兄を慕って家を出たのである。＊6

ただ、 弯薩山における茅君信仰の歴史は、 少なくとも清初以前には遡るよう

である。『弯隊山志』（清・呉偉業等撰）には、 弯窟山上真観に関する碑文が多

く収められており、 そのほとんどにおいて三茅君に関する記述が見られる。 い

まここで、 それらすべてに目を通す余裕はないが、 とくに順治十七年（一六六0)

の襲封嗣漢五十三代天師大真人張洪任撰「弯窟山上真観碑記」には、 清初に上

真観が復興された直接的な経緯が記されており、 比較的重要なものだと思われ

る。 概要は以下の通りである。

順治七年（一六五0)の春、 張洪任は先君子（五十二代天師張応京）に

付き従い、 道士の施亮生と大中丞の呉晋錫とともに山河をめぐった。 その

とき、 ひときわ高く、 霊気に満ちた山が見 えたのであるが、 それが弯薩山

である。 そこには三茅真君の行宮があった。 また、 言い伝えによると、 弯

薩山は先祖の留侯（張良）が赤松子に付き従って遊んだ場所とされ、 山の

顧には国師寵なるものもあった。＊7

弯窟山では、 漢の初平年間（一九0～一九三）〔※初元年間（前四八～

前四四）の誤りか？〕に上真観が建てられたが、 それは三茅真君が生まれ

る以前のことである。 茅氏兄弟は後漢の建武十年（三四年）に生まれた。

後に、 彼らが得道して真君の位に就くと、 後世の人々は弯薩山に三茅真君

を祀るようになったが、 上真観という 名は 〔三茅真君を祀る場所として〕

そのまま使われ続けた。＊8



張洪任らが弯窟山を訪れた順治七年の春には、 茅君廟 はたいへん零落し

ており、 先君子が明かりを灯して三茅真君にお香を捧げたいと思ったが、

それも できないほどだった。 そこ で、 呉晋錫 は道士の施亮生に廟の復興を

委ねることとし、 ともに三茅真君の前に誓いを立てたのである。 ．，

それから十年後、 張洪任が朝廷に参上する 道すがら、 再び弯蕗山に訪れ

写真6 張洪任撰「弯窪山上真観碑記」

たところ、 見事に復興が成し遂げられていた。 そこ で、 張洪任 は朝廷に扁

額を請うて、 「上真観」と名づけ初心を忘れないようにした。 ・10

張洪任の記述には、 上真観が三茅真君 よりも以前に存在していたという主張

•11とともに、『雲笈七鍛』 や 『茅山志』に見える「茅君伝」に比べて、 茅君の

生年を 大幅に引き下げるなどの作為（？）が見られるが、 いずれにせよ、 この

記述から少なくとも、 彼らが順治七年の春 に弯蕗山を訪れた時点 で、 酷く零落

していたものの、 その地に茅君信仰が存在していたことが確かめられる。

なお、 『弯薩山志』に収められている碑文には、 茅君信仰の歴史を漢代にま

で 遡らせているものが多いが
＊12、 実際のところ、 その信仰がいつごろ興起し

たのかについて は、 さ らに多くの資料を精査 してみる必要がある だろう。

ところ で、 さきほどの碑文に登場した施亮生（道淵）は、 現在、 上真観の祖

師殿において開山祖師として祀られている。 しかも、 祖師殿には その碑文を含

め、 複数の石碑が展示されていた。 以下 に列記しておきたいと思う。 ・13

1. 「弯薩山上真観碑記」順治十七年、 （襲封嗣漢五十三代天師 大真人張洪

任撰）
・
14

2. 「弯窟山上真観碑記」順治辛丑、 余廉徴撰

3. 「弯窟山上真観碑」康煕元年、 王元晋撰

注9…猶記、 先君子偕中丞
公興亮生登臨時、 適裳廟貌
中落、 止存敗壁頗垣 、 孤立
干風雨瓢揺凄凄凄荒草之

中。 欲求笥燈焚膏、 進繕香
干員君之前、 不可得。中丞
公布然起曰、 嵯乎員君之為
蓋昭昭也、 今何有乎。 将使
山蓋果無霊乎、 吾道覚無販
乎、 而湮祀遂（中）〔終〕
絶乎。 是 （任）〔在〕人耳。
斯事請以属亮生。 亮生曰唯
唯。 相興共盟干員君之前而

別。

注10…余入観、 道経呉門、
再過朝餌、 重訪弯蕗。 自庚
寅至今、 曾幾何時、 瑣宮輝
煙干天際、瑶闊陸離干雲表。
員君之廟貌、何頓改梱観也。
……而亮生再造之功、 興此
山踵不朽芙。余将詰額干朝、

{lり名曰上貝観、志不忘初也。

注II … 順治十七年
（一六六0)の宋実穎「弯
窟山上真観記」には「山上
有三茅峰、為顔君顕化之所、
因有上員観以祀焉」とあり、
張洪任の主張とはやや異な
る。

注12… たとえば、 清の王
元晋「弯窪山上真観碑」に

「漢初平中、 建有上真観 、

祠三茅真君」とある。

注13・・・ 1 ~ 5については
『弯窟山志』にも収められ
ているが、 『弯窟山志』で
は年号などの重要な情報が
一部省略されている場合が
あった。

注14・・・ （ ） 内は『弯蕗
山志』によって補った。
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写真7 林屋洞の金龍洞

注 1 5 • • •投龍簡 と は、 道教
儀式の一環であ り 、 儀式に
おいて祈願する内容を記 し
た簡 と 、 それを伝達する龍
および真心を証明する金紐
を添えて、 神聖な場所に投
げ入れる と い う 行為 で あ
る。 『道教事典』（四六四頁、
福井文雅署名） を参照。

注 1 6 ・ ・ ・ 『太湖西山』 には
「一九七九年か ら 一九八〇
年にかけて相次いで出土 し
た」 と 書いてある（二七頁）。
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4. 「弯蔭山重建上真観碑記」 康煕三年、 金之俊撰

5. 「重建茅君殿記」 乾隆五十四年、 溜変焦撰

6. 「奉憲優弯薩山上真観斎糧田差係碑記」 康煕十八年

2. 3/20 （水） の 調査

09:15 I薄曇 り 。 タクシーに乗って蘇州博物館に向かう。
蕊ぶ＇

09:30 I 蘇州博物館に到着。 林屋洞から出土した投龍簡の遺物（※2-1) を

見る。

11:30 I 蘇州博物館を出る。 拙政園を観賞。

12:30 I昼食後、 ホテルに戻る。

13:00 Iタクシーに乗り、 旬容市（※地図 1 ) に向けて出発。

1 5:30 I句容市街のホテルに到着。

2-1 . 蘇州博物館蔵林屋洞 出土道教遺物
程義等「蘇州林屋洞出土道教遺物」 によると、 一九八二年に林屋洞の改修工

事を行なった際、 洞窟内から梁代の石碑、 五代の神像、 金龍、 玉簡、 陶磁器な

どの遺物が出土し、 そのうち金龍・ 玉簡 ・ 金紐については、 唐代から宋代にか

けて行なわれた投龍簡 "5 の遺物だという
＊1 6。 具体的には、 以下のものが列挙

されている。

金龍． • 四体

盛金（金 メ ッキ）銅龍・ ・ ニ体

銅龍・ ・ ニ体

金紐 ・ ・ 三つ

玉簡 ・ ・ 三枚

以上の遺物は現在、 いずれも蘇州博物館に収蔵されているそうであるが、 我々



が訪れた際に展示されていたのは、 金龍二体と墓金銅龍二体のみである。 パネ

ルには、 いずれも唐代のものだと表示されていた。 こ の年代がどのように推定

されたのかはわか らないが、 北宋の朱長文 『呉郡図経続記』 巻中「宮観」 に「霊

祐観は洞庭山にある。 唐代の神景宮である。 玄宗の時代に建て ら れたものだ

ろう。 そのなかには林屋洞があり、 世間では 第九洞天とされている。 … …中略

… …唐代には、 こ こ に龍を投 じた。 そ こ で、 神景宮を建てたのである」
＊ 17 とあ

るのによれば、 林屋洞では唐代から 投龍簡が行なわれていたようである。
一方、 程義「宋真宗天蘊二年林屋洞道教投龍遺物簡介」 と陳小三「蘇州林屋

洞出土玉簡銘文初探」 によると、 三枚の玉簡のうちー枚には、 北宋の真宗の 名

と天（祗）二年 (-0ー八年）の年号が記されており、 それが当 時の金練斎に

おいて用い られたものであることが確かめ られるという。 さ ら に 程氏は、 金龍

のうちの一体（展示されていないもの）と金紐三つも、 この玉簡とともに用い

られたものだとしている。

3. 3/21 （木） の 調査

写真 8 蘇州市博物館に展
示されていた金龍

写真 9 蘇州市博物館に展
示されていた盗金銅籠

注 17•••霊祐観 在 洞 庭 山。
唐之神景宮也。蓋明皇時建。
内有林屋洞、 人間第九洞天
也。 • • … •中略…• · 唐時投龍
於此、 因建宮。（『呉郡圏経
続記』 巻中）
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注 18· · · http:/ /www.msdy. 
org/djxw/279.html (20 1 3  
年 4 月 30 日）

注 1 9… http://www.msdy. 
org/djxw/263.html (20 1 3  
年 4 月 30 日 ）
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09:0o I晴れ。 句容市街からタクシーに乗って茅山景区へ向かう。

09:45 I 崇祗万寿宮 (※3-1 、 地図 3) に到着。 茅山道院事務局の趙華氏の出 迎

えを受け、 本 日の案内人として茅山道院の溜一徳副道長を紹介して

いただく。 濡副道長 は 『茅山道教志』 の著者の一人であり、 茅山道

教文化研究中心研究室主任でもある。

10:15 I溜副道長の案内により、 元符万寧宮 (※3-2、 地図 3) を見 学。 宋代の

井戸や清代の壁など古いものを中心に紹介していただく。

10:45 I華陽洞、 仙人 洞 (※3-3、 地図 3) を見 学。

11:30 I 崇蘊万寿宮に戻り、 溜副道長 のお話を伺う。

12:00 I茅山道院の車に乗って山麓へ行き、 道長の楊世華氏らとともに会食。

そのようすは、 茅山道院のウ ェ ブサイトに掲載されている
＊
18。 また、

このとき茅山道院の研究員陶金氏
＊

19 から、 茅山の詳細な電子地図を

提供 していただく。 この電子地図は、 後日たいへん役に立った。

14:00 I茅山道院の車に乗って、 良常山を探しに行く。 今回の調査 では、

三十六 洞天の一つで も あ る 良常山の正確な位置を確認す る こ と を 主

要目的の一つとしていた。 しかし、 良常山は一般の地図には載って

おらず、 また灌副道長も運転手も行ったことがなく、 正確な位置は

よくわからない、 と言う。 そこ でひとまず、 玉晨観遺址へ向かうこ

とにす る 。

14:15 玉晨観遺址 （※3-4、 地図 4) に到着。

14:45 玉晨観遺址を後に して、 改めて良常山 （※地図 2 、 地図 4) を探 しに行

く。 運転手が地元の住民に聞いて回ってくれるが、 よくわからない

という反応ばか り である 。 運転手が当たりを付けた場所で車を降り、

辺りを散策してみるが、 けっき ょ く何も手がかりはつかめず。

16:00 I時間も遅くなり、 手がかりもないため、 調査を打ち切ることにする。

後日、 改めて地図と写真 で確認してみたとこ ろ、 このとき一行は、

珠山 （※地図 4) の西側の辺りをさまよっていたものと思われる。

3-1 ． 崇蘊万寿宮 （ ※地図 3 )

崇蘊万寿宮は、 積金山 （※地図 2 ) の南西の麓に建っている。 現在、 茅山で

は道観の再建が急速に進められており、 崇蘊万寿宮もその一つである。 筆者



が2012 年8 月 末 に茅山を訪れた際 には、 ま だ 地な らし中 のようだっ たが、

2013 年3 月 21 日 の時点 で は、 す で に多くの 建物が出来 上がっ ており、 竣工

まで あと一歩 という印象 を受 けた。 また、 茅山道院 の事務局は 、 早 くもここに

移転 してきているようで ある。 茅山道院 道長 の楊世華氏 と副 道長 の涌一徳氏か

らいた だいた名刺 を、 いま改 めて見てみる と、 崇魂万寿宮 がその住所 になっ て

いる 。 今後 はここが茅山道院の本部 となる ものと思われる。 なお、 『 茅山道教

志 』 によると、 崇魂万寿宮 の遺址 は、 一九六六 年に東進水庫 （※地図 3 ) を作 っ

た際に水没 したとされているので
＊
20 、 現在 の崇蘊万寿宮 は元の場所 の少し東

側 に再 建 されたもの だと言え る。

崇祗万寿宮 の来 歴 につ いて は、 元 代の 『 茅山志 』 巻一 七 「 楼 観部篇」 にまと

まっ た記載 がある。

崇祗万寿宮 は丁公 山の前にある。 〔 古く は〕 陶弘 景 の華陽 下館 だっ た。 唐

の貞 観九 年（ 六 三五 ）には、 太宗 が王遠知 のためにそこに太平 観を 建 てた。

また天宝 七年（七四八 ）には、 玄宗 の勅命 により、 李 含 光が付近 の住民百

戸 を召 し上げ、 租税 と労役 を免 じる代わりに、 長 らく道観 の修復と整備に

当 たらせ た。 中和 年間 （八八ー～八八五）には、 盗賊 の放っ た火 によって

焼 けてしまっ たが、 天祐年間 （九〇四～九一九 ）に、 部啓退 が 道観を再 建

した。 そして、宋 代になると改 めて崇頑 観という扁額を賜わっ た。 … … 〔そ

の後、 更なる焼失 と再 建 を経 て、 〕 元の延祐六 年 (-三一九）に、 勅命 を

奉 じて宮 に改 められた。
＊
2 1

これ による と、 華陽館 の下館 の跡 地に代々 道観が 建 てられ、 それが最終的 に

崇穂万寿宮 と呼 ばれる ようになった ようである
＊
22 。 華陽館 と は、 陶弘 景 が永

明十年（四九二 ）に茅山に隠居 して、 最初 に住 ん だ場所 である。 唐 の王懸河 『上

清 道類事相』 に引く『登 真隠訣』 には「大 茅山の西側 に華陽上 下二館 を立 てた」

*23 と、 また唐 の買嵩
＊
24 『華陽隠居内 伝』 にも 「陶先生は、 はじめ 大茅山と中

茅山の間 に積金嶺 があっ て、 その場所 は上 道を修 める のによいと考え た。 〈… …

中略… …〉 そこ で、 嶺西に華陽 上 下館 を立 てた。 〈『登 真隠訣』 には、 上館 は心

を研 ぎ澄 ませ る場所で あり、 下館は丹薬 を錬 る場所で ある、 と言う〉 」
＊25 と見

え る。 『上清 道類事相』 と 『華陽隠居内 伝』 で は、 華陽館 は 「大 茅山の西側」

ある いは 「積金 山の西嶺」 にあっ たと言われてお り 、 やや漠然 としている が、

もし 『 茅山志 』 の 記述を信頼 して よいのであれば、 華陽館 の下館 の跡 地につい

ても現在 の東進水庫 の底 に眠 っているものと考え られる だろう。

注 20 ・ ・ ・ 楊 世 華 ／ 涌 一 徳
（二00七） ーニ三頁 。

注 2 1 • • • 崇祗萬壽宮 、 在 丁
公山前 。 隠居華陽下館 。 唐
貞観九 年、 太宗 為王法主建、
被太 平観。 天賣七 年、 玄宗
勅李玄静取側近百姓 ー 百
戸、 誼免租税科係、 長充修
葺洒掃 。 中和間、 盗火所焚 。
天祐間、 部啓退重建 。 宋改
賜崇魂観額。……延祐六年、
奉勅改宮。 （『茅山志』「楼
観部篇」巻一七 1 b ~ 2  a )  

注 22 · · · 『茅山志』 巻四 「詰
副墨」の「勅賜崇祗万寿宮」
には 「昭曲林之菖館、 宜弘
景之故居」 ( 2 1 a ) 、 巻
二七 「録金石篇」 の 「崇禰
万寿宮記」 には 「今之崇祗
観、 隠居之曲林館 也」 ( 4
b)とある。 こ れらによれ
ば、 崇魂万寿宮は陶弘景の
曲林館の故地に位置すると
い う 。 曲林館につい ては、
『華陽陶隠居集』 巻下に陶
弘景撰 とされる「茅山曲林
館銘」 が収められているが、
ご く 短い文章であるため、
曲林館がどのよ う な道館で
あ り 、 どこに位置 していた
のかはよ く わからない 。 し
か し 、 『茅山志』 巻一七 「楼
観部篇」 と巻四 「勅賜崇藉
万寿宮」、 巻二七「崇禰万
寿宮記」 の記述をす り 合わ
せて読む限 り 、 曲林館 とは
華陽下館のこ とだったので
はないか と推測される。 た
だ、 これらはあ く ま で後世
の資料であ り 、 曲林館に関
する記述が 何にも とづいて
いるのかをさ らに明 ら かに
する必要があ ろ う 。

注 23• • • 登 員隠訣云、 大茅
山西立華陽上下二館 。 （『上
清道類事相』 巻ー 4 a )  
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注24• • •筆者は 以前、 「『登
真隠訣』 訳注稿 （一）」 に
おいて 「北宋の買嵩 『華陽
隠居内伝』」 （ 九 頁 ） と 書
い た こ と があるが、 買 嵩
は、 やはり ス ト リ ッ ク マ ン
氏の言 う よ うに、 唐 代 の

人物 と 考えるべき だろ う。
Strickmann 1979, p. 142 

注25• • •初先生以、 大茅中
茅間有積金嶺、 其地可修上
道、 〈 . . . . . .中略・・ ・ ・ · •〉 乃於
嶺西立華陽 上下館。 く登員
隠訣云、 上館 以研虚守員、
下館 以錬丹治薬〉。 （『華陽
陶隠居内伝』 巻中1 a ) ※ 
〈 〉 内は注文 を 表わ す。
以下、 同 じ。

注26・ ・ ・ 楊 世 華 ／ 涌 一

徳 （ 二00 七） ― - 五～

ーニ0頁。

注27• • •本稿注25 を参照。

注28…大茅 山中茅 山相連。
長阿中有連石。 古時名為積
金 山。 …• • • 〈此即隠居今所
住東面ー横聾 也〉」 （『 真詰』
巻―- 1 0 a ~ b ) 

注29• • • 華陽宮、 在積金 山
西 隈居上館。 天賓七年 三
月 、 玄宗従玄静先生受上清
経録、 勅度道士焚修、 後燈
干兵。 宋政和中、道正荘憤
質重建。隠居丹井棲基在焉。
（『茅 山志』 巻一七 「楼観部
篇」 4 a ) 陶員人丹井、 在
華陽上館前石橋之東。 （『茅
山志』 巻八 4 b )  

注30• • • 楊 世 華 ／ 涌 一 徳
（二00七） ーニ五頁。
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3-2. 元符万寧宮 （※地図 3 )

写真1 0 三 天 門
と太上老君像
(201 2 年8 月末）

元符万寧宮は、 大 茅山 （※地図 2 ) と中 茅山 （ ※ 地図 2 ) との間 に横 たわる 積

金 山 （ ※地図 2 ) の山中 にある。 我々 一 行は 、 崇魂万寿宮から十五分ほど山道

を登っ てここにたど り 着いた。 入口の前には景区バスの停留所 もあり 、 その周

囲 には売店も多 い。 『 茅山道教志』 によ る と、 現在の 建物は一九八0 年以 降に

再建 されたもの だというが、 三天門など明代の遺構 もわずか に残っ ている 。 ま

た、 ここには 茅山道 院の象徴とも言え る 高 さ三 十三メ ー トルの巨大 な太上老君

像が 建 っ ている。 これは 一九九八 年に完成 したもの だそうで ある。 ＊26

元符万寧宮の来歴 につ いて は、 『 茅山志』 巻一 七 「 楼 観部篇 」に記載 がある 。

その書 き出 し には、 まず「元符万寧宮は積金 山に建っ てい る 。 そこは陶弘 景 が

かつ て道 を修める 靖室 を置 いた場所 だ」 と見え る 。 買嵩の 『華陽隠居内 伝』に

は 、 陶弘 景 が積金 山の西嶺 に華陽館 を立 てたという記述があり 、 ＊27 また 『 真詰』

の陶注からも、 その住 まいが積金 山の西面 にあっ たことが確かめられる 。 ＊28

したがっ て、 もし崇蘊万寿宮 が華陽 下館の跡 地に当 たる ので あれば、 元符万寧

宮は華陽 上館の跡 地なのでは ないか、 と想像したくなる かもしれない。 しかし、

『 茅山志』による と、 華陽 上館の跡地 に建っ ていたのは、 どう や ら崇蘊万寿宮

で はなく 、 華陽宮 という道 観 だっ たよ うで ある 。 そして、 そこには陶弘 景の煉

丹の井戸 や 楼閣の碁礎 など も残っ ていたという。 ’29 しかも、 『 茅山道 教志』 には、

陶弘 景の煉丹の跡は現在もま だ残っ ている 、 と書 いてある 。 ＊30 今回の調査では、

筆者の下調べの甘 さから、 その場所 を実 見する ことは で きなかっ たが、 また別

に機会を見つ けて確認 しに行きたい。

さ て、 『 茅山志』 巻一 七 「 楼 観部篇 」には、 続 いて次 のよ うにある 。

〔 後 に〕 北宋の劉混 康 (-0三五～―-0八 ）がそこ （陶弘 景の故 地）に

庵 を結 ん だ。 劉先生は 道の教え によっ て、 哲宗の知遇 を得た。 哲宗は詔 を



出して、 先生の庵を元符観となした。 崇寧五年(--0六）、 観が落成す

ると、 徽宗みずか らが扁額に題して 「元符万寧宮」 と呼んだ。 • • … • 南宋の

理宗朝が勅修し、 「上清宗壇」と 「聖徳仁祐之殿」の二榜を御書した。 •31

こ れによると、 元符万寧宮は、 実質的に劉混康の時代に創建されたようであ

る。 劉混康は、 現在も元符万寧宮の宗師殿に祀ら れている。 また、 元符万寧宮

には茅山の上清宗壇が設け ら れていたようであ り 、 『茅山志』 巻ー一の劉混康

の伝記には、 紹聖四年(-0九七）に、 哲宗の勅命によ り 、 茅山が龍虎山と閤

鹿山と並ぶ経録伝授の中心地になった、 という記述が見える 。 ＊32

3-3. 華陽洞、 仙人洞 （ ※地図 3 )

華陽 洞と仙人 洞は、 と もに元符万寧宮か ら 少し南に下った積金山の山中にあ

る。 華陽洞は現在、 封鎖されているわけではないが、 観光用に開放されている
というわけでもないようである。 茅山 道院の溜副道長も、 かつて一度入ったこ

とがあるだけだ、 とおっしゃ っていた。 洞窟内には、 わずかばか り のライトが

設置されているものの、 おそ ら く 懐中電灯などを持参していなければ、 暗くて

進む こ とができないだろう。 また足場もよくない。 通道には鉄格子のようなも

のが敷かれているが、 その下には多量の水が流れている。 鉄格子が腐食 してい
る可能性もあ り 、 たいへん危険である。 出 口付近には比較的新しい レリー フが

彫 ら れていた。 溜副道長の話によると、 観光開発の計画もあったが、 洞窟内に

わき水が多いために頓挫したそうである。

写真 1 1 劉混康像
(20 1 2 年 8 月 末）

注 3 1 • • • 元符萬寧宮、 在和
金山。 陶隠居道靖故基。 劉
先生混康庵居其上。 先生以
道遇哲宗、 詔以所居為元符
観。 崇寧五年落成、 徽宗御
題額曰元符萬寧宮。 • • • • • •理
宗朝勅修、 御書上清宗壇、

聖徳仁祐之殿二榜。 （『茅山
志』 巻一七 1 a ~ b) 

注 32… 紹 聖 四 年、 勅江寧
府、 即所居潜神 庵 為 元 符
観。 別勅江寧府句容縣三茅
山 綬 締 宗 壇、 興 信 州 龍 虎
山 ・ 臨江軍閤息山、 三山鼎
峙、 輔化皇闘。 （『茅山志』
巻―- I 3 a )  
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注 33• • • 楊 世 華 ／ 溜 一 徳
（ 二00七） 二七ー頁。

注34 … 華陽西洞、 在積金
山東嶺下。 隠居所謂積金山
洞題題有風者是也。 累朝金
録、 投龍簡於此、 即西便門
也。 （ 『茅山志』 巻七 「括神
区篇」 I 2 a) 

写真 1 2 華陽洞
(201 2 年 8 月末）
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仙人洞は、 華陽 洞からやや北に登った場所に位置している。 こ こ は観光用に

開放されており、 洞窟内はカ ラ フ ルにライトアップされている。 華陽 洞と同じ

く、 細長い 洞窟であり、 林屋 洞のような空間的広がりは見られない。 狭い階段

を登って 洞窟を出ると、 ちょ うど元符万寧宮前の景区バス停留 所付近の 「仙人

洞飯荘」 という店の内側に着く。

『茅山道教志』によると、 現在の華陽 洞は、 『茅山志』 にいう華陽西 洞に当た

るという
＊33 。 そ こ で『茅山志』 を見てみると、 「華陽西 洞は、 積金山の東嶺の

下にある。 陶隠居が積金山 洞のひ ゅ うひ ゅ うと風が吹いている場所と言ってい

るのは こ こ である。 代々の王朝が 金録斎を行なった際、 こ こ に龍と簡を投じて

きた。 すなわち 〔旬曲の 洞宮の〕 西の通用門である」
＊34 と書いてある。 こ こ で

さらに 『真詰』の記述を見てみよう。

大茅山と中茅山とを連ねる長い尾根の中ほ どに連なった石があって、 古く

は積金山と呼ばれた。 … … 〈 こ れは、 隠居が今住んでいると こ ろの東面の

横に連なる尾根の こ とである。 こ の尾根はすべてきり立った石からなって

おり、 その石の形はとても見事である。 … • • •西南に大きな石壁があり、 豫

え立って割れ目が入っている。 その内部には 洞穴があり、 数丈も入ると、

だんだん狭まって、 もう人は入れなくなるが、 ひ ゅ うひ ゅ うと風が吹いて

いる。 〉 ＊35

『茅山志』 によれば、 「華陽西洞」 とは、 陶弘景のいう 「積金山洞」 の こ とであり、



その「積金 山洞」と は、 『真諧』 の陶弘 景 自 身の 記述によって言え ば、 積金 山

の西南の 大きな石壁の割 れ目 にできた洞穴 だ、 ということがわかる。 現在の華

陽 洞 は、 風 も吹 いていなければ、 人が入れないということもないが、 積金 山の

西南 に位置 し、 しかも写 真12 に示 した ように、 大きな石 壁 にできた洞穴 だと

いう点 で は、 まさに陶弘 景のいう洞穴 に一致 する。 したがって、 現在の華陽 洞

を 『 茅山志』 のいう「華陽西洞」に同定する 『 茅山道教志』 の 記述は、 かなり

的 を射 ているように思われる。 た だ、 『 茅山志』 は「華陽西洞」 を積積 山の「東嶺 」

に位置 するとしているが、 それ はむ しろ「西嶺」 と言うべき で はない だろうか。

また、 もう一 つ 『 茅山志』 の 記述に関 して疑問 に思うのは、 華陽西洞を西通

用門 としていること である。 西通用 門 と は、 句曲の洞宮 （華陽 洞天） に通 じる

五つの門のうちの一つ であり、 『 真諧』 に次のように説明 されている。

旬曲の洞宮 には五つの門 がある。 南の二 つの通用 門、 東西に各一 つの通用

門、 そして北 に 大きな通用 門、 全 部 で五つの通用 門 である。 < • • … • 東側 と

西側の通用 門 はともに所 在が はっきりし ない。 中 茅君のお告げ に、 「東通

用門 は中 茅山の東、 小 茅山に続 く丘のとっつきにあり、 ここから入るのが

洞天 へ至 る 最短路 であるが、 外 口 はとても小 さいうえ に、 石 で塞 い である」

とある。 この事 は後に詳 しく述べられており、 西通用 門 も や はりこのよう

な具合のはず で、 今、 石墳 と呼びならわし ているところにあるのに違 いな

い。 〉
＊
36

まず、 もし華陽西洞（現在の華陽 洞） が西通用門 に当 たるの であれば、 ここ

で陶弘 景 が 「西通用門の場所 は はっきりし ない」 と言っていることと矛盾 する

の で はない だろうか。 なぜ なら、 さきほど見た ように、 陶弘 景 は 『 茅山志』 の

言う華陽西洞（「 大きな石壁の割 れ目にできた洞穴 」） について、 かなり具体的

な 記述を残 しているか ら である。 しかも、 陶弘 景 は そこが西通用門 に当 たると

はまったく言っていない。 また、 ここ では「西通用 門 は、 石 で塞 がれているら

し い東通用 門 と同 じような具合 であり、 石墳 と呼 ばれる場所 にあるに違 いない」

と言われているが、 華陽西 洞 は 「 大きな石 壁の割 れ目にできた洞穴 」 であり、

石墳 という言葉 にはあまりそぐ わないように思われる。 したがって、 華陽西洞

（現在の華陽 洞） を 『 真詰』 のいう西通用 門 に同定するのは、 や や早計 で はな

いかと筆者 は考え る。 ＊37

3-4. 玉晨観遺址 （※地図 4 )

玉晨 観遺址 は小 茅山の北西の平 地に位置 している。 今回 は茅山道院の車 で連

れて行っていた だいたの だが、 もし 公共の交通 機関 を利用 し て行く場合 は、 ま

ず旬容市の旬容客運車姑から茅山行 きのバス に乗り、 二 茅路 という停留所 で降

注35• • •大茅山中茅山相連。
長阿中有連石。 古時名為積
金山。 … … 〈此即隠居今所
住東面ー横聾 也。 此痙純絶
石 、 石形甚壊奇。 • • • • • •西南
有大石（璧）〔壁〕、 聟而垢開 、
内有洞。 入数丈漸峡小 、不
復容人、 乃諷諷有風〉 （『真
詰』 巻―- 1 0 a ~ b ) ※ 
〈 〉 は陶弘景の注を表わ
す。 また、 『真詰』 の訳文
につ いては 、 碁本的に 『 真
詰研究 （訳注篇）』 を参照
したが 、 部分的に改めたと
こ ろもある。 以下、 同 じ。

注36…旬曲之洞宮有五門。
南雨便門、 東西便門、 北大
便門、 凡合五便門也 く・ ・ ・ ・ ・ ・
而東西館不顕。 中君 告云、
東便門在中茅東小茅阿 口。
従此入至洞 天最近。 而外口
甚小 、 又 以石塞之。 事具在
後。 則西便門亦嘗如此。 正
應 在 今所 呼作石墳虚 也。〉
（『 真詰』 巻―- 6 b)  

注 37 … 土 屋 （ 二 0 ー ニ ）
ーニ～一四頁では、 華陽洞
と 西通用 門の問題について
さらに周到に考察 し てい
る。

蘇州旬容洞天福地調査記録 4 1  



写真 1 3 玉晨村入口 (201 2 年 8 月 末） 写真 1 4 二茅路 (201 2 年 8 月 末）

りる。 道路 の東側 に玉晨村 と書いた表 札（※ 写真 1 3) が見え るので、 村 のな

かに入っ て 道（＝二 茅路 ※ 写真 1 4) をまっ すぐ進 む 。 二 十分も歩 けば、 整備

された 道路 （＝ 延 茅路、 2 1 2 県 道）に突 き当 たるので、 そこを南 （右 ）に折

れて少し進む 。 すると、 道路 の東側 （右手 ）に北鎮街 という 集落が見え るので、

入口 から入っ て小 さな道を道なりに進 めば、 ほ どなくし て玉晨 観遺址 にたどり

着く。

個人的 な話 になるが、 筆者は 2012 年8 月 末 にも、 酒井規史氏 とともに玉晨

観遺址 を訪れた。 その際は、 玉晨村 に行けばどう にかなる だろう 、 と思っ てい

たのだが、 玉晨 観は 茅山の他 の道観と違 っ て復興が進 ん で おらず、 玉晨 観に関

する案内板 のよう なものは まっ たくなかっ た。 最終的 に、 村 人たち に尋ね回っ

写真 1 5 玉晨村か ら見た小茅山 （左） と
中茅山 （右） （201 2 年 8 月末）

写真 1 6 玉農村か ら見た雷 平 山 （左） と
小茅山 （右） （20 1 2 年 8 月 末）

42 洞天福地研究第 4 号

て、 どう にか見つけ 出すこ とが できたのだが、 玉晨 観遺址 と呼 ばれる場所 には、

古 いレ ン ガ造 りの民家 （※写真 1 7) が 建 っ ている だけ であり、 文物局 の立 て 札

もなく 、 村人 の口から そこが［晨 観遺址 であることが確かめられた だけ だっ た。



写 真 1 7 玉晨観遺址 (20 1 2 年 8 月 末） 写 真 1 8 玉晨観遺址 （201 2 年 8 月末）

写 真 1 9 玉晨観遺址 写真 20 玉晨観遺址

・
ダ

f
d
ui，辻
ャ
｛
ヽ

王

写 真 21 玉晨観遺址の レンガ 写 真 22 雷平山
た だ、 そこ には昔 の道観の迫物ら しきもの （ ※写真 1 8) がわ ずかに転 がって

おり、 また その南 東 に雷平 山ら しき山が見えたことから 、 少なくともその辺 り

に玉晨 観があったの だろう、 と思うことは できた。

今回 、 茅山 道院の方々 とともに訪れたこと で、 その場所 が玉晨 観迫址 であり、

南 東 に見えた山が雷平 山（雷公 山） であることを改 めて確認 することが できた。
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注38• • • 長沙 館 の 年 代 は、

こ こ には宋の太始中と ある
が、 これは 『茅山志』 の誤
り だ ろ う 。 なぜな ら 、 以下
に 見るよ う に 、 『真諧』 の
陶注と 陶弘景の 「許長史旧
館壇碑」 では、 その 年代を
宋初 と し て い るか らであ
る。 また、 そもそも長沙景
王 は 南朝宋初 に 没 し て い
る。

注39… 玉晨観、 在雷平 山
北。 高辛時展 上公、 周有郭
四朝 員人、 秦巴陵侯姜叔茂、
漢杜廣 平、 東晋楊 員人・ 許
長史父子、 鐘此得道。 宋太
始中、 道士王學為長沙景王
雅所推重、 就長史宅東起長
沙館。 梁天監十三 年、 勅貿
為朱陽館、 為陶 員人住止、
立 昭員棗、 供養楊許三 員人
興蹟経諾。 唐太宗為桐柏先
生、 勅建華陽観。 天賣七年、
玄宗為玄静先生、 勅改紫陽
観。｛乃勅取側近百姓二百戸、
競免租径、 永充修葺。 南唐
王貞素織居之。 宋大中祥符
元 年、 勅改玉晨観。 （『茅山
志』 巻一七 「楼観部篇」 2
a ~ b )  

注40• • • な お、 東晋の楊真
人と 許長史父子の前 に は、
高辛氏の時代か ら漢代に至
るまでの得道者の名も挙げ
られてお り 、 こ れ ら はいず
れも 『真詰』 「稽神枢」 の

中茅君 のお告げに 由来する
記述であるが、 い ま は史実

であるか ど う かは問わない
こ と に したい。
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た だ、 筆者 が8 月 末に 見たレ ン ガ造 りの民家 は、 翌 年3 月 末の 調査の 時点 で

はす でに取 り壊 さ れ、 辺 りに レ ンガ が積み 上げ られてい た （※写 真 1 9) 。 茅山 道

院の方々 の話 による と、 その レ ン ガ はもともと玉晨観の建物 に使われ ていたも

の だ そうで あ る 。 たしかに、 よくよく見てみ る と、 いくつかの レ ン ガ にはその

産地を示 すと思われる 文字がうっ すらと浮かび 上がっ ていた （※写真 21 ) 。

ここ で玉晨観の 歴史をごく簡単に振 り返 っ てみ たい。 現在 の玉晨観遺址 は、

農村の民家 に囲 まれ 、 まる で何 事もなかっ たかの ようにひ っ そりとしている が、

この 場所 が経 てきた 歴史は、 茅山の他の 道観の それに 比べて も、 ひ ときわ強い

光彩 を放 っ て い る 。 『 茅山志』 巻一 七「楼 観部篇」 に は次のよ うに ある。

玉晨観 は雷平 山の北 にあ る 。 高 辛氏 （帝轡 ）の時 代の 展上公、 周の郭四朝

真人、 秦の 巴陵侯姜叔茂、 漢の杜広平、 東 晋の楊 真人（楊義 ）、 許長史父 子（許

謡 と許翻 ）はい ずれ もここ で得 道した。 南朝宋の 太 （泰 ）始 年間 （四 六五

～四 七ー ）に 、 王 という道士が推挙さ れ、 長沙 景王 （劉 道憐 ）に たいへ ん

重 んじられ る ようにな る と、 許長史の故宅の 東に 長沙館 を建て た。 ＊38 天

監十三 年（五ー四 ）に は、 梁の 武帝 がそこに改 めて朱陽館 を作 り、 陶 真人（陶

弘 景 ）の住 まいとする とともに、 昭 真台 を建て て楊許三 真人 （楊義、 許謡、

許翻 ）の 真筆に なる 経典 や お告げ を供養 した。 その 後、 唐の 太宗 が桐柏

先生（王軌 ）の ために、 そこに華陽観 を建 てた。 ま た天宝 七年（ 七四八 ）

には、 玄宗 が玄静先生（李 含光 ）の ために、 そこを紫陽観 という名に改 め、

さ らに付近の住民二百戸 を召 し上げ、 租税 と労役 を免 じて、 長 らく観の 修

復に 当 たらせた。 つい で、 南唐の王貞素 が そこに住み、 北宋の 大中祥符元

年 (-00八 ）に は、 勅命に よ っ て玉晨観 という名に 改 められ た。 ＊39

ここに は、 玉晨観 とい う道観 が、 許長史宅 （ 東 晋）→長沙館 （南朝宋 ）→朱陽

館 （梁 ）→華陽 観（唐 ）→紫陽 観（唐 ）→玉晨 観（北宋 ）とい うよ うに変遷 し

て きたことが示 さ れ て いる
＊40。 筆者 がとくに 興味深 く思うの は、 玉晨 観が陶

弘 景の朱陽館さ らには許長史宅の跡 地だとさ れ ている こと であ る 。 そこ で以下

に、 玉晨観遺址 と朱陽館、 許長史宅 とのつな がりを他の資料に よっ て確かめて

みる ことに したい。 『 真詰』に は、 許長史宅について次の よ うに 記さ れて い る 。

許長史が今営 んで いる家 は、 東面に対 して小 さ な 山があ っ て、 雷平 山とい

う。 … . . ・ く雷平 山は小 茅山の北にあ っ て、 裾野 が連 な っ てい る 。 … …許長

史の家 は壊れ てしまっ た後、 はっ きりとその 場所 を知 る 者 がいな くな っ た。

宋の 初 めに なっ て 、 長沙 景王 と檀 太妃 が陳 という姓の 道士を供養 し、 彼の

ために 道士の庵 を雷平 山の西北に建 てたが、 それ が現今の北解 であ る。 そ



の後また旬容 山其の王 文清 なる者 があり、 後にこの庵の主となり、 伝記 を

見て、 許氏 がその昔 ここに家 を建 てたことを知 り、 土地の古老 に広 く問 い

た だした。 大 明七年 （四六三 ）になって、 述墟の老 人の徐偶 という者 がお

り、 彼の先祖は許長史に仕 えていたの で、 許長史の家の場所 が現在の庵の

前の烏柏の木のところ であったことを代々 伝え知 っている。 きっとま だ斎

堂の前の井戸 も残 っている だろうとのこと であった。 当 時、 そのあたりは

草ぼ うぼ うで何 もかも埋 もれてお り、 王 文清 がすぐに草 を刈 って探 してみ

ると、 果 たして煉瓦積 みの井戸 が見つかった。 … …かくて、 ここが許長史

の故居 であることがは っきりと分かった。 それま でずっと廃墟 となってい

てあえて住 もうとする者 は なかったの である。〉 •41

この 『 真諧』 の 記述を地図 4 に照 らし合わせてみると、 玉晨 観遺址の場所

と許長史の家の場所 とが、 ほ ぼ重 なり合 うことがわかる。 すなわち 、 両者は

ともに雷平 山の西北 に位置 しているの である。 また、 王 文清 が見つ けたとい

う井戸 は 、 陶弘 景の「許長史旧館壇 碑」 によると、 許長史が掘 った井戸 に当

たる ようであるが主 陳世華 「『痙鶴銘』 ・ 天監井欄興陶弘 景書 法 」 によると、
一九八一年 に玉晨 観遺址 で発掘 さ れた井戸の欄干 に「此是晋世員 人許長史蕉井 。

天監 十四年更 開治、 十六 年安蘭 」という銘 文が彫 られていたという•43 。 この

銘 文は 、 ここに許長史の家 があったことの有力 な物的証拠 となる だろう。

続 いて、 さらに陶弘 景の「許長史旧館壇 碑」を見てみると、 「晋の太和元年

（ 三六六 ）になって、 旬容の許長史がここに暮 らす ようになった。 その跡は ま

だ残 っている。 宋の初 めには 、 長沙 景王 がその地の東 に道士の精舎 を建 てた。 〔 ま

た、 〕 梁の天監十 三 年（五ー 四）には 、 勅命 によってこの精舎 が改築 され、 朱

陽館 が建 てられた」
．“ とある。 以上に述べたことから、 や や雑 では あるが、 ひ

とまず「許長史宅→長沙館→朱陽館… …→玉晨 観遺址 」というつ ながりを裏付

けることが できたと言 える だろう。

さて、 「玉晨 観遺址→ … … 朱陽館→長沙館→許長史宅 」という過去 に思 いを

馳 せながら、 玉晨 観遺址 という場所 に立つ とき、 筆者のみならず、 道教に興味

を持つ 人の多くは 、 おそ らく大 きな感慨 を覚 えるの では ない だろうか。 なぜ な

ら、 ここは楊義 と二許 がかつ て神 降ろしを行なった場所 であり、 楊義 に真人た

ち が舞 い降りた場所の一つ だから である。 陶弘 景は 『真詰』 のなか で、 楊毅 に

つ いて次のように述べている。

興寧三 年 （ 三六 五）乙丑の年 、 多くの真人 たち が降臨 して詰授 した。

三十六歳の時のこと である。 真人たち が降臨 した場所は 一定してお らず、

あるいは都 であったり、 あるいは 自 分の家 であったり、 あるいは 山館 であっ

たりした。 山館 とは やは り雷平 山の許長史の庵のこと である。 楊 君は 、 日

注 41• • •許長史今所管屋宅 、
到東面有小山、 名雷 平 山。
…… く雷平山在小茅北、 碁
址相連。 • • … •長史宅 自湮毀
之後、 無人的知虚。 至宋初、
長沙景王植太妃 、 供養道士
姓陳 、 為立道士廂於雷 平西
北 、 即是今北解也。 後又有
旬容山其王文清、 後為此解
主 、 見偲記、 知許昔於此立
宅、 因博訪者宿。 至大明七

年 、 有術虚老公徐偶 、 云其
先祖伏事許長史、 相偲識此
宅只在今解前烏柏樹虚、 應
是似猶有齋堂前井存。 干時
草莱蕪没 、 王即斐除尋覚、
果得碑井。 ……於是審知是
故宅。従来空閣 、無敢居者。〉
（ 『 真詰』 巻 一三 1 6 b ~  
1 7 a) 

注42· · · 宅南 一井、 即長史
所穿。 （『華陽陶隠居集』 巻
下 「許長史 旧館壇碑 」 4 a ) 

注 43 ・ ・ ・ 『 茅 山道 教 志 』
（二三三～二三 四頁） によ
ると 、 こ の井戸の欄干は現
在 、 茅山の九宵万福宮に保
管されているそ うである。

注 44 · · · 至晉太和元年、 旬
容許長史在斯螢宅 、 蕨迩猶
存。 宋初、 長沙景王 、 就其
地之東 、 起道士精舎。 梁天
監十三年、 勅貿此精舎立
為 朱 陽 館。 （『華 陽 陶 隠居
集』 巻 下 「許長史 旧 館壇
碑 」 1 b ) ただ、 許長史は
三六五年の八月 以前にすで
に こ こに舎屋を建てはじめ
ていたよ うである。 張超
然 （ 二00七） 一〇 四 ～

-0五頁。

注45• • • 興 寧 三年 乙 丑歳 、
衆 員降 役 、年三十六。 置降
之所 、無正定慮 、或在京都 、
或在家含 、 或在山館。 山館
猶是雷 平 山許長史解。 楊恒
敷来就撮 、 非 自 山居 也。 （『真
詰』 巻二01 2 a) 
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注 46 ・ ・ ・ 『真詰』巻一九に「長
史橡立宅在小茅後雷平山西
北。 橡於宅治窯修用」 ( 1 0 
a ) と ある。

注47 ・ ・ ・ 『周氏冥通記』 巻
- ( 2  a ~  b )。

注48 ・ ・ ・ く 金 陵 之 地 乃 廣 、

則 此 為 最 勝 之 地 、 非 員
仙 不 得 居。 〉 （『 真 詰 』 巻
一三 1 6 b )  
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頃いつも足しげく許橡の と こ ろ へやって来ていたのであり、 自 ら 山中で暮

らしていたのではない
＊45

0

こ れによる と 、 真人たちが降臨した場所は一定しなかったようであるが、 許

長史宅がその一つだった こ と は間違いない。 また、 楊義がやって来て、 許長史

たちに真人たちの言葉を書き取ら せていたのも、 こ の場所だった と考える こ と

ができる
＊46。 つまり、 こ こ 玉晨観遺址は、 後世に多大な影響を及ぼした 『真詰』

および上清経のゼロ地点 とも呼べる場所なのである。

さ ら にその後、 天監十三年（五ー四）に梁の武帝によって朱陽館が建て ら

れる と 、 翌年十月、 陶弘景 と と もにその弟子の一人周子良が こ こ に移ってき

た 冗 周知のように、 周子良も楊義 と 同 じように真人たち と接する こ と ので

きた人物であり、 彼の残した接真の記録は、 陶弘景によって『周氏冥通記』 と

して ま と め ら れた。 周子良の記録の大部分は、 天監十四年（五ー五）の五月 か

ら七月 にかけてのものであるが、 彼が朱陽館に移ってきた十月 以降にも、 やは

り真人たち と のやり取りは続いていたようである。 『周氏冥通記』巻四には、

その際のメ モ書きが残されており、 朱陽館における真人たち との交流のようす

を垣間見る こ と ができる。

以上、 現在、 玉晨観遺址 と 呼ばれる場所で起 こ った真人たちの降臨 と その記

録について取り上げてみたのであるが、 わずかに この二つの事件だけをもって

しても、 玉晨観遺址は茅山 と いう聖地のなかの聖地 とも呼べるほどの神秘性に

満ちた場所だ と 言うこ と ができるのではないだろうか。 「〈金陵の地は広いが、

こ こ が最もすぐれた土地であり、 真仙でなければ住めない〉」
・48 と 陶弘景が述

べているように。

なお、 『茅山志』巻一七 「楼観部篇」 の記述において見た通り、 こ の場所の

歴史はその後も脈々 と続いてゆく。元代の『茅山志』や清の笙重光が重修した『茅

山志』 には、 玉晨観を含め、 こ の場所に代々建て ら れてきた道観に関する資料

が少なか らず収め られている。 こ れ らの資料については機会を改めて整理して

みたい。



4. 3/22 （金） の調査

08:45 I晴れ。 タクシーに乗っ て旬容市街から茅山景区へ向かう。

09:45 Iやや道に迷いながらも乾 元観 （ ※ 4-1 ) に 到着。 女道士に観 内を案

内 していただく。

1 0:30 I客堂にて乾 元観の手信慧住持のお話を伺う。

1 1 : 30 I茅山の素食を ごち そうに なる。

1 2:30 I手住持の厚意により、 調査用の車を手配 し ていただく。 運転手の

到着を待つ。

1 3: 1 5  I車に乗って乾 元観の裏手 に回る。 車を降りた後、 運転手の案内に

従 っ て、 老君 洞、 三官 洞、 柏子 洞を目指 し、 山道を進む。

1 3:30 
1
老君 洞 （※ 4-2) に到着。

1 3:45 三官 洞 （※ 4-2) に 到着。

14:00 I 柏子 洞 (※ 4-2) に到着。

14:30 I車に戻る。 陶金氏の地図を頼りに 良常山を探す。

1 5:00 良常山 (※ 4-3) に到着。

1 6:30 老虎 洞（古良常洞）の調査を終 え、 旬容市街に戻る。

写真 23 乾元観 (201 2 年 8 月末） 写真 24 乾元観 (201 2 年 8 月 末）

4- 1 .  乾元観 （ ※地図 4 )

乾 元観は全真教龍門派の坤道観（女性道士の道観）である。 玉晨観遺址のほ

ぼ真東に 当たり、 茅山（旬曲山）全体で見れば、 だいぶ北のほうに位置 してい

る （※地図 2 ) 。 鬱岡山 （大青龍山）という山の南側の斜面に 沿って、 真新 し い
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写真 25 山中宰相煉丹採薬図

注 49• •• 乾元観、 定録君D受
言、 大横山下有泉水、 昔李
明於此合神丹而昇玄洲。 天
監十四年、 隠居靱鬱岡齋室、
以追玄洲之縦。 天賓中、 玄
静先生居之、 勅建棲員堂、
會員 ・ 候仙 ・ 道徳 ・ 迎恩 ・
拝表五亭。 大中祥符二年、

観妙先生築九層壇行道。 天
聖三年、 賜名集虚庵、 績勅
改今額。（『茅山志』 巻一七
「楼観部篇」 4 a~ b )  

48 洞天福地研究 第 4 号

建物が階段状に建っている （※写真 2 3 、 2 4 ) 。 『茅山道教志』 によると、 現

在の建物は一九九四年以降に再建されたものだそうである。 大きな道観であ

るが、 交通の便がそれほ どよくないためか、 観光客はほとん どおらず、 かつ

緑に囲まれており、 たいへん静かだった。 山門から続く階段を登り切った最

上部には大羅宝殿が建っているのであるが、 その前からは小茅山と中茅山が

きれいに見渡せる。 また、 すぐ手前には 白虎山という小さな岩山があり、 女

道士の話によると、 そこには昔の道士の遺物がたくさん埋まっていたとのこ

とである。 なお、 現在の行政区画で言えば、 崇蘊万寿宮や元符万寧宮が旬容

市（鎮江市）にあるのに対し、 乾元観は 金壇市 （常州市）の側にある。

この道観も古い歴史を持つようであり、 『茅山志』 巻一七 「楼観部篇」には、

写真 26 松風閣跡地

乾元観。 定録君は、 「大横山の麓に泉があり、 昔、 李明がそこで神丹を作っ

て玄洲に昇った」というお言葉を告げられた。 天監十四年（五ー五）には、

陶隠居が鬱岡の斎室を作り、 玄洲の跡を慕った。 唐の夭宝年間（七四二
～七五六）には、 玄静先生（李含光）がここに住み、 勅命を受けて、 棲

真堂と会真・候仙 ・ 道徳・迎恩 ・ 拝表の五つの亭を建てた。 北宋の大中

祥符二年 (-00九）には、 観妙先生（朱 自 英）が九層の壇を築いて行

道をした。 また、 天聖三年 (-0二五）には、 集虚庵という 名を賜わり、

続いて勅命によって今の扁額（乾元観）に改められた。 •49

と述べられている。 李明真人の話は 『真詰』 「稽神枢」に、 陶弘景の話は 「許



写真 27 老君洞 写真 28 老君洞洞 口

長史旧館壇碑」 に由来するものと思われる。 陶弘景が鬱岡の斎室を作ったのは

天監十四年であり、 ち ょ うど朱陽館に移った年と同じである。 『周氏冥通記』

によると、 周子良が天監十五年（五一六）の十月に亡くなったとき、 陶弘景は

鬱岡にて隠斎中だったとあるから、 朱陽館に移ると同時に鬱岡へも しば しば出

かけるようになったのだろう 巧〇
〇

今回、 乾元観に行った際、 客堂のなかに 「山中宰相煉丹採薬図」 （※写真 25)

写真 29 三官洞洞口 写真 30 三官洞

が飾られているのを見つける こ とができた。 『茅山乾元観』によると、 日中戦

争以前の乾元観には、 宰相堂や松風閣（ ※写真26)など陶弘景に縁のある建

物があり、 松風閣には陶弘景像も祀られていたという。 し か し 、 それらは戦火

に遭って燃えて しまったそうである •5 1
0

4-2. 老君洞、 三官洞、 柏子洞 （ ※地図 4 )

我々一行は、 乾元観から車に乗り、 その少 し北西を走る茅墓路（404 郷路）

に出て、 そこで車を降り、 山道に入っていった。乾 元観の運転手の案内に従って、

緑に閣われたなだらか道を しばらく進むと、 左手側に大きな岩が隆起 した部分

注50 ・ ・ ・ 『茅山志』巻二0「録
金石篇」 「梁碑」 に収める
「 〔許長史旧館壇碑〕 碑陰記」
には、 「十五年、 移鬱岡齋
室静齋」 ( 1 2 a) と あ る。
〔 〕 内は 『陶弘景集校注』
に よ る。

注 5 1 ・ ・ ・ 『茅山 乾元観』 編
委 会 （ 二 0 - 0 ) 九 頁、
三0～三一頁。
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写真 31 柏子洞洞口 写真 32 柏子洞の観音像

注 52 · · · 方 隅 山。 員 諾 云、
雷平山之東北、 良常山之東
南、 其間有燕口山三小山相
隅、名曰方隅山。 （『茅山志』

巻六 「括神区篇」 7 a) 方
隅洞、 在方隅山上。 （『茅山
志』巻六「括神区篇」 1 4 a) 
燕口洞、 在方隅山南。 （『茅
山 志 』巻六 「 括 神 区 篇 」
1 3 b) 

注 53… 雷平山之東北、 良
常山之東南、其間有燕口山。
三小山相隅故也。 ー名日方
隅山。 …… 〈其山 即是大
横西南• • … •。 〉 (『真詰』巻
ー四 2 b ~ 3  a) 
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が現われた （※写真 27) 。 こ こが老君 洞である。 こ の 洞窟は、 隆起した岩 と地面

と のすき間に生じた空間のようである。 洞口は大きく開けており （※写真 2 8 ) 、

その上には 「老君洞」 という文字が彫られていた。 奥行きは浅く、 ち ょ うど車

二台分の車庫くらいの広さである。

再び山道を歩いてゆく と 、 左手側にすぐにまた巨大な岩があり、 大きな 洞 口

が見える （※写真 29） 。 ここが三官 洞である。 老君 洞 と 同 じく、 隆起した岩 と地

面 とのすき間に生じた空間のようである。 洞口はアー チ状に大きく開けており、

その上には 「三官 洞」 という文字が彫られている。 奥行きはたいへん浅く、 し

かもトンネルのように抜けられるようになっている（※写真 30) 。

三官 洞を後にして、 しばらく行く と 、 やはり左手側に見えてくるのが柏子洞

である （※写真 31。 三つの 洞窟のなかでは最も大きい。 洞口は左右に大きく開

けており、 その脇には「柏子洞」 という文字が彫られている。 そして、 その下

に はさらに 「常賓子」 と いう文字が見 える。 「柏子洞」 の文字を彫った人物だ

ろ うか。 誰であるのかはよくわからない。 洞窟内は 二つの部屋に分れており、
一つには比較的新しい観音像が祀られている（※写真 32) 。 もう一つの部屋には、

おおよそ車庫二つ分の奥行きがあり、 その奥にはさらに小さな穴が続いている

が、 人が通れるほどのすき間はなく、 どれくらいの深さなのかはわからない。

他の二つの 洞窟 と 違って、 柏子 洞のなかは湿気が多く、 地面も粘土質になって

いた。

これら 三つの洞窟については、 残念ながら、 文献資料 と のすり合わせができ

なかった。 『茅山志』 巻六「括神区篇」 には、 茅山の 洞窟がいくつも挙げられ

ているが、 同 名または近い 名の 洞窟はない。 また、 地理的に見れば、 「雷平山

の東北、 良常山の東南にある」 とされる方隅山の方隅 洞 と 燕口 洞
＊52 が近いよ

うにも思われたが、 『真諧』の陶注による と 、 方隅山（燕口山） は大横山の西

南に位置している と いう。 ＊5
3 したがって、 大横山（鬱岡山） の乾 元観よりも

北にある こ れら三洞窟が、 方隅洞、 燕口 洞のいずれかに当たるというこ と はな

さそうである。



4-3. 良常山、 老虎洞 （※ 地図 4 )

我々一行は、 柏子 洞から車を降りた場所に引 き返し、 そ こ から再び茅墓路

(404 郷路）に沿って老虎 洞水庫へ向かった。 陶金氏の地図によると、 良常山

は老虎洞水庫の西南に位置する。 茅墓路を南から北へ走ってゆくと、 老虎洞水

庫のダムよりもやや手前の道路右側（東側）に小さな登山口 （※写真 33) が見

えるのであるが、 そ こ から良常山に入る こ とができる。

老君 洞、 三官 洞、 柏子 洞を案内してくれた乾元観の運転手も、 良常山には来

た こ とがないというこ とだったので、 我々は地図を頼りに老虎洞（古良常洞）

を探してみるべく、 山道を分け入ってゆく こ とにした。 さきほどの三 洞窟と同

じように、 大きな岩場を見つけさ えすれば、 そ こ に 洞口があるはずだ、 と我々

は期待していたのだが、 辺りには薮が多く、 たいへん見通しが悪い。 幸い途中

で、 ダム湖に釣りに来た地元民とすれ違ったので、 彼らに尋ねてみると、 老虎

洞はその辺りにあるよ、 と指で差してくれた。 どうやら、 地元民にはわりとよ

く知られた 洞窟のようである。 しかし、 その助言は、 薮の陰が岩場に見 えてし

まう、 という錯覚を我々にもたらしただけだった。

我々は、 老虎 洞（古良常洞）の近くまで来たはずだ、 というこ とをひとまず

の成果として、 車に引き返す こ とにした。 車に乗って茅墓路を行くと、 たまた

ま複数の地元民とすれ違った。 運転手が彼らに尋ねてみると、 やはり老虎洞の

場所を知っていると言う。 運転手がうち一人と交渉してくれ、 幸い、 老虎 洞に

案内してもらえるこ とになった。 地元民と運転手を先頭に、 再びさきほどの登

写真 33 良常山登山口

写真 34 老虎洞 （古良常洞）



写真 35 老虎洞 （古良常

洞）

注54••句曲之洞宮有五門。
南雨便門、 東西便門、 北大
便門、 凡合五便門也。 〈今
山南大洞即是南面之西便
門。 東門似在柏枝瀧中、 北
良常洞即是北大便門。〉（『真
詰』 巻―- 6 b )  

注 55 ・ ・ ・ く北大洞猶有鬼神
去来。 〉（『真詰』巻―- 6 b) 
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山 口から山道に入る。登山 口から数百メ ー ト ルほど進んだと こ ろで山道を外れ、

ダム湖の側に向かって深い薮のなかに分け入ってゆく。 薮だらけの山の斜面で

ある。 何も見 えない。 棘のある植物が繁殖 しており、 服を通 して体中に突き刺

さる。 地元民もはっきりと場所を記憶 してい るわけではないようであ る 。 薮の

なかを しばらく迂回 しながら進むと、 地元民について先に進んでいた運転手が

大声を上げる。 洞窟が見つかったよ うである。 我々も一歩遅れて、 どうにか洞

窟にたどり着いた。

洞窟はた しかに岩場にあったのだが、 岩が隆起 しているわけではないので、

薮に覆われていると、 まったくわからない。 洞口は山の斜面に対 して、 垂直に

落込むようなかたちで大きく開いている。 さすがに、 なかに入って調査する こ

とはできなかったが、 どうやら内部には二つの穴があるようで、 一つには石を

投げ入れると、 ド ボ ンという音が したので、 水が溜まってい るのだろう （※写

真 35) 。 もう一つの穴は、 深さ五メ ートルくらいだろうか、 底は普通の地面の

ようになっていた （※写真 34) 。 あたかも山の斜面がばっく り と縦に割れ、 別世

界への扉を開いているかのようである。

唐の司馬承禎 『天地宮府図』 （『雲笈七蔽』巻二七所収） を見ると、 良常山は

三十六洞天の第三十二洞天に挙げられている。 また、 陶弘景によると、 良常洞

は旬曲の 洞宮（華陽 洞天）の北側の大きな通用 門に 当 た り 、
＊54 そ こ には鬼神

が往来 している
＊55 という。 『真詰』 には、 良常山に関するエ ピ ソ ー ドがいくつ

か載ってい るが、 そのうち筆者が最も興味深く思うのは、 許長史の息子の許橡

（許翻）が こ こ で仙化 した、 とされているこ とである。 陶弘景は次のように言う。

〔許橡〕 は清純で高潔、 世俗の仕事をくらだぬものとみな し、 雷平山の麓



に 住ま っ て修行一途に励み、 早く洞室に遊びたいといつ も 心に願い、 人の

世には長く留まっていたくないと思 っ た。 かくて北 洞に出かけて こ の世に

別れを告 げた。 … … く故老たちの言い伝 え に、 「許橡はそ こ で北洞の北に
ある石壇の上で焼香礼拝し、 突っ伏した ま ま 起き上がらず、 翌朝確かめて

みると、 その肉体はあたかも 生きているかのようであった」 とある。 この

石壇は今 も なお歴然と残っ ている。 つま り 、 （許橡は）仙化して俗世の械

れを早く断ちたいと こ とさら に求めていたのである。〉 •56

こ こ には、 「北洞」 に 出かけてこ の世に別 れを告げたとあるだけで、 「良常 洞」

と言われているわけではないが、 『茅山志』 巻六 「括神区篇」 では、 良常 洞に

ついて 「 洞窟の北にある石壇は、 許真人が焼香と礼拝 によっ て解化し た場所で

ある。『真詰』 の言 う 「北洞で こ の世に別れを告げた」 とい う のは、 こ こ での
こ となのだ」

・57 と述べられている。 また、 『真詰』 の陶注においては、 「〈此云

如華陽 三便門、 則 南 洞北 洞本大開、 餘東西及東南皆是塞芙〉」（巻ー四3 b)と

いう例のように、 「北 洞」 という語が北側の大きな通用門すなわち良常洞を指

す場合があり、さらに 「＜北良常洞即是北大便門〉」（巻―- 6 b)や 「＜良常北洞〉」

（巻―- 9 a)とい う 用例も見えるので、 『茅山志』 の説をとくに疑 う 必要はな

いだろう。 さらに、 『真諧』 巻ーー には次のようにある。

お告げに、 「洞口の西北に一地があり、 その地はいささか高くて不安定だ

が、 外静舎を建てる こ とができる」 とあります。 私はもともと内静舎と外

静舎を建てようと思 っていましたので、 どう建てたらよいかを考えてみま

す。 〈 こ の外静舎を建てたという こ とは聞いていないが、 今は石を積み重

ねた一つの祭壇がはっきりと残っ ていて、 言い伝えでは許橡が こ の祭壇の

と こ ろ で仙化して身を隠したとい う 。 そ こ へ出かけて拝見するたびに、 感

嘆の念が心から離れない。〉
＊58

こ の本文の部分は、 中茅君のお告げに 対する許長史の答書であるが、 その少

し前に 載せられている中茅君のお告げ（巻―- 1 4 a )を見れば、 こ れが良常

山に関する話だとい う こ とが明 ら かに わかる。 また、 陶注の部分 （く 〉 内）

によると、 陶弘景は許橡が仙化したという石壇を幾度か見に来ていたようであ

る。 今回の調査では、 石壇の有無を確認する余裕はなかったが、 現在、 良常山

の東から北にかけては、 老虎洞水庫が広がっているため、 いずれにせよその跡

を探し出すのは難しかったのではないかと思う。

とこ ろで、 最後に一つ検証しておきたい こ とがある。 我々は、 陶金氏が独自

の調査 に もとづいて作成したという地図を頼 り に 、 良常山に たど り 着いたのだ

が、 良常山の位置は一般の地図には記されておらず、 茅山道院や乾 元観の道士

注 56• • • 清秀螢慄、 糠枇塵
務、 居雷平山下、 修業勤精、
桓願早遊洞室、 不欲久停人
世。 遂詣北洞告終。 … … く者
老博云、 橡乃在北洞北石壇
上、 燒香稽拝、 因伏 而 不
起、 明旦視形如生。 此壇今
猶存 歴然。 則是 故求隙化、
早絶世塵也。〉 （『真詰』巻
二0 9 b ~ 1 0 b )  

注 57 … 洞北石壇、 即許員
人撮燒香稽拝解化之虚。 員
諾所謂北洞告終以此。（『茅
山 志 』 巻六 「 括 神 区 篇 」
1 2 b )  

注 58· · 告洞 口西北有ー地、
地小危不安、 可立外静舎。
愚意本 自欲立内外静合、 輯
営疇量在宜。 ＜亦不聞立此
外静事、 而今有一累石壇歴
然。 相偉乃言、 橡於此壇化
逓也。 毎往拝視、 輯感嘆縄
心。 〉（『真諧』巻―- I 9 a )  
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注 59… く 自 小 茅山後 去、

便有雷平・燕ロ ・ 方隅 ・ 大
横 ・ 良常諸山 、 靡迪相屈、
・・・・ • · 。〉 (『真詰』巻―- 3 b )  

注60•••良常北垂涸宮口直
山領。 （『真詰』巻ーー 7 b )  

注 61 · · · 良 常 山 封 穴 口 東
視小山 之嶺。 （『真詰』 巻
-- 1 5 b )  

注62・・・ く良常在朱 陽東北
十里許、 山連岡亦至此間。〉
（『周氏冥通記』巻ー 1 4 b )  
※ 『周氏冥通記』 の訳文に
つ い ては、 『周 氏冥通記研
究 （訳注篇）』を参照 した。
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たち、 さらには道を尋ねた数人の地元民も、 良常山には行ったことがなく、 そ

の具体的な場所はよくわからない、 という反応が多かった。 つまり、 良常山の

位置は、 自明のものとは言 えないのである。 筆者はここまで、 「老虎洞＝ 良常洞」

という前提のもとに話を進めてきたが、 果たして我々が調査したあの山は、 本

当に良常山だったのだろうか。 そこで以下に、 良常山および良常洞の位置につ

いて検証してみることにしたい。

筆者は、 陶金氏がどのようにして良常山の位置を特定したのか詳しく知らな

いが、 『真言告』 と 『周氏冥通記』 の記述から見れば、 やはりあの山が良常山であっ

てよいように思われる。 第一に、 『真詰』の陶注には 「〈小茅山より後方へ行くと、

雷平、 燕口、 方隅、 大横、 良常の諸山があって延々 と 連なり、 … …〉」
・59 とあ

り、 ここから少なくとも、 良常山は乾元観のある大横山（鬱岡山）よりも北に

ある山のどれかだ、 ということがわかる。 第二に、 『真詰』 の中茅君のお告げ

に、 「良常山の北側の洞宮の入口は山嶺のところに当たっている」
＊60 という言

葉があるのだが、 これも老虎洞が山の北面に位置し、 かつ麓ではなく山の尾根

に近い斜面に洞 口があったこ と と 一致する。 第三に、 同じく中茅君のお告げに、

「良常山の穴口から東の方に小山の嶺が見 える」
＊61 とあるが、 老虎洞は山の北

面の東向き（ダム湖側）の斜面にあるので、 洞口も 東向きに開けていると言える。

また、 グーグルの衛星地図 （※地図 4 ) で見る限り、 もし薮がなければ、 洞口

からはダム湖を挟んで東側に小さな山々 が見え るはずである。 第四に、 『周氏

冥通記』 の陶注には、 「〈良常山は朱陽館の東北十里ばかりにあり、 その山はだ

らだら連な っ た丘陵がここまで達している〉」
＊62 とあるが、 衛星地図 （※地図 4 )

で見ると、 老虎洞水庫は玉晨観遺址（もと朱陽館）の北北東に位置しており、

百度の地図で距離を測定してみる と、 直線距離で約4kmである。 したがって、

陶弘景が歩いて測った 「東北十里ばかり」 という方角 と距離からも、 老虎洞水

庫の西にある山が良常山である可能性は高いと言 えるのではないだろうか。

以上、 四つの観点から良常山の位置について検証してみた。 にわか仕立ての

検証でいささか雑な部分もあるかもしれないが、 筆者と しては、 良常山の位置

については、 ひとまず陶金氏の地図の示す通りで間違いないと考 えておくこ と

にしたい。



5. 3/23 （土） の調査

09:1 5 I 薄曇り。 タクシーに乗っ て 出発。

09:30 I旬容市街の葛仙湖公園に到着。 葛仙観を簡単に見学 し、 『茅山道院

歴代碑銘録』 などの本を購入。

09:45 I 公園内の華陽書院（句容市博物館） を見学。 投龍簡の 幕金龍（※

5-1 、 写真 36) などを見る。 ここには碑林もあり、 清代の 「葛玄墓碑」

や南朝の 「梁解中散大夫貞白先生陶隠居碑」、 唐代の 「景昭大師碑」 、

明代の 「許蓋斎墓志銘」 「許蓋斎墓碑」 など数点が陳列されている。

1 0:1 5 
1
再びタクシーに乗り、 茅山景区へ向かう。

1 1 :00 崇寿観 （※地図 3)の前でタクシーを降りる。 ここは大茅山の東側

の麓であ り 、 金壇 市側における茅 山 景区への入口にな っ ている。

チケ ッ ト を買い、 金牛洞 （※5-2) へ向かう。 数分後到着。 見学後、

大茅山をさらに登っ て 茅洞へ向かう。

1 1 :45 I茅 洞(※5-3)に到着。 見学後、 大茅山をさらに登っ て元陽観へ向かう。

元陽観（※5-4) に到着。

l2:°° 
|
タクシーに乗 っ て 句容市街のホテルに戻る。

1 2:30 昼食後、 タクシーに乗 っ て 南京に向かう。

1 4:oo I 南京市街のホテルに到着。

1 5:30 

5-1 . 句容市博物館蔵投龍簡遺物

『茅山道教志』 を見ると、 一九八五年に茅山の玉柱洞（※写真 37)から出土

し た 晩唐時期の三体の羞金龍が旬容市博物館に所蔵 さ れ て いる、 と 書い て あ

写真 36 句容市博物館 に
展示されていた投龍簡の怨
金龍
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写真 37 玉柱洞

注 63・・ ・ 楊 世 華 ／ 溜 一 徳
（二00七） 二三三頁。

注64 • • •金牛穴、 在栢枝洞
東、 秦時採金 、 獲金牛、 為
女子所鰯 、 遂掲 而出。 （『茅
山志 』 巻 六 「 括 神 区篇 」
1 5 a )  

注65… く今大茅山 南猶有
数深坑大吹、 相偲呼之為金
井。 営是孫櫂時所盤掘也。〉
（『 真詰』 巻―- 3 b )  

注 66• • • 土 屋 （ 二 0 ー ニ）
八～ー一頁に依拠 した。
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る 。 ＊63 この三体の嬰金龍 がそれに当 たると 見て間違 いな い だろう 。 玉注洞は 、

仙人洞 と 華陽洞の間 に位置す る。 なお、 博物館の展示 パネル には 「盛金龍／北

宋／銀器 」と表示 されて いた。

5-2. 金牛洞 （ ※地図 3 )

金牛洞 は大 茅山の南 東の麓 に位置す る。 風 景区の門を く ぐり、 左側 （南西）

に折 れて 下っ て ゆ くこと数分、 茶色 いごつ ごつ とし た岩 場が見え て くる。 その

辺 り は 、 かな り 広 い範囲 にわ たっ て 地面 が陥没 し て いる （※写真 38) 。 急な 階

段を 下っ て 行くと 、 まず左手側の壁に「金牛 洞奇 伝」という石 刻があり、 続 い

て財神 が祀 ら れている場所 に着 く 。 さ ら に下っ て行 く と 、 洞口の前に雄々 し

い牛の像が安置 され （※写真 40) 、 洞 口の上に「金牛 洞」という 文字が彫 ら れ

て いるのが見え る。 洞窟内は封鎖 されて は いな いが、 ラ イ ト ア ッ プ もされて お

ら ず、 懐中電灯な どがな け れば、 暗 くて奥 ま で入ることは できな い。 高 さは

3m、 奥行 きは 30m く ら い だろうか。 人が通 れな いほどの小さ な 穴 がさ ら に

奥 に続 いている よう だっ た。

金牛 洞につ いて は 、 『 茅山志』 巻 六 「括神区篇」 に 「金牛穴 は栢枝 洞の東 に

ある。 秦 の時代、 金 を採掘 し て いると、 金牛 が出て きたが、 女性 に触 れら れると、

躍 り上がっ て飛 び出 して行 っ た」
＊
64 と ある。 これによると 、 ここ では金 が採

掘 されていたよう である。 『 真諧』 には 、 金牛穴 と いう 名は 見え な いが、 「〈今 、

大茅山の南 には ま だなお深 く 大きな 穴 がいくつか あり 、 あい伝え て金井 と呼 ん

でいる。 きっ と孫権 の時 に掘慇 し たものであろう〉」
＊65 とあり 、 陶弘 景 が 大茅

山の南 に巨 大な金の採掘跡 があっ たことを 伝え ている。 『 茅山志』 は秦の時代

と 言い、 陶弘 景は 孫権の時と 言い、 両者 に相違 が見ら れるが、 いずれ にせよ、

金牛 洞は古 い金 の採掘跡 に当 たるものと見て よい だろう。 ＊66



写真 38 金牛洞 写真 39 金牛洞洞内

写真 40 金牛洞洞口 と 躍 り 上がる金牛

5-3. 茅洞 （ ※地図 3 )

金牛 洞か ら 山道を登ってゆくと、 元陽観に通 じる車道 に出る。 その車道をし

ばらく行くと、 財神殿が見えてくるのであるが、 そこを通り過ぎてもう少し行

くと、 左手側（西側） に小道が延びているのが見える。 その道をまっすぐに 進

んでゆくと、 右手側 に 少 し開けた場所があって、 その奥に 洞窟がある （※写真

写真 41 .42 茅洞
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注67• • •茅洞、 在元陽観石
壇下。 即南面之西便門。 定
録君受言、 大茅山有小穴在
南、 謂之南便門、 但精潔齋、
心向於司命、 … …。 （『茅山
志』巻六「括神区篇」 1 1 b )  

注68•• • 大茅 山 亦有小穴在
南面、 相似如ー、 謂之南便
門。 亦以石填穴口。 但精齋
向 心 於司 命。 • • … • 〈 此 即
南 面 之 東 便 門 、 應 在 柏 枝
硼石穴中。 此朧小穴甚多、
難 卒 分 別。 〉 （『 真 詰 』 巻
-- 1 2 b ~ 1 3 a) 

注 69… く今山南大洞即是
南 面 之 西 便 門。 〉 （『真詰』
巻―- 6 b )  

注 70… 楊 世 華 ／ 溜 一 徳
（二00七） ーニニ頁。
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41 ) 。 岩と岩とのすき間に できた空間が、 垂直に深く落込んでいる （※写真 42) 。

垂直型という点では、 老虎洞（古良常洞）によく似て いる。 ただ、 どれほどの
奥行きがあるのかはわからなかった。 洞窟および周辺には、 土を掘り返 したよ

うな跡もあった。 現在、 観光開発中なのだろうか。

『茅山志』 巻六 「括神 区篇」 には、 「茅洞は元陽観の石壇の下 にある。 すなわ

ち南面の西通用門である。 定録君のお告げに 「大茅山に 小穴が 南面にあって 南

の通用門という。 ただ精進潔斎 し て 心を司命君 に 向けなさい … • •」 と言う」
＊67

とあり、 茅洞が旬曲の洞宮の五つの門（北通用門、 東通用門、 通用門、 南面の

東通用門、 南面の西通用門）のうち、 南面の西通用門に 当たるとされて いる。

しかし、 『茅山志』 が茅洞を南面の西通用門とする説には疑問がつきまとう。

なぜなら、 『茅山志』 がここに引用する定録君の言葉は、 『真詰』 には 「大茅山

にもやはり小穴が 南面にあって、 〔東通用門と〕そっくり同じであり、 南の通

用門 と いう。 やはり石で穴口を塞いで いる。 ただ精進潔斎して司命君に心を向

けなさい。 … … 〈これは南面の東よりの通用門であり、 きっ と 柏枝硼の石穴中

にあるのに 違いない。 この確 には小穴がたいそう多いので、 す ぐ には見分けに

くい〉」
＊68 とあり、 ここの陶注によると、 定録君の言う大茅山の小穴は南面の

東通用門を指すものだ とされているか ら である。 あるいは、 『茅山志』は 「南

面の東通用門」 と書くべきところを、 うっかり 「南面の西通用門」 と誤記して

しまったのかも しれない。 仮にそうだとすれば、 茅洞を南面の東通用門に同定

し得る可能性が出てくるが、 いまのところ 想像の域を出ない。

なお、 陶弘景は南面の西通用門について、 「〈現在の山南の大洞窟が南側の西

よりの通用門である〉」
＊
69 と述べているが、 今回の調査を通して、 この大 洞窟

についての手がかりを得ることはできなかった。 大茅山南の大洞窟という一点
にのみに注目すれば、 金牛洞がそれに 当たりそうにも見えるが、 『茅山志』 に 「金

牛穴は柏枝洞の東にある」 と言われる柏枝洞が、 柏枝瀧中の洞窟のいずれかを

指すとすれば、 金牛穴は柏枝瀧 中にある南面の東通用門よりもさ ら に 東に位置

することになる。 したがって、 南面の西通用門が金牛洞だということはあり得

ないだろう。

5-4. 元陽観 （※地図 3 )

茅洞の小道を引き返し、 うねうねと続く車道を登って ゆくと、 元陽観の山門

（※写真 43)に着く。 ここは大茅山の山頂付近にある九雷万福宮と、 東面の麓

にある崇寿観の中間地点に位置 し ており、 山の傾斜に合わせて 階段状に建物が

立てられて いる。全真教の道観である。外観は真新しく、『茅山道教志』 によると、

二00五年に 再建されたそうである。
＊
70

『茅山志』 巻一七 「楼観部篇」 には、 「元陽観は茅洞の上にある。 南宋の隆興

年間（一一六三～―-六四）のはじめ、 呉興の道人・沈善智がそこ に穴住まい し、



みずから 「洞主」 と称した。 後に彼が薪王韓夫人の茅氏の知遇を得ると、 彼の

ために殿宇が建てられた。 その殿宇は、 は じめ沖虚庵と 名づけられたが、 慶元

年間（一一九五～ーニ00) に扁額を申 請して観となった」
＊
7 1 とある。 こ れ

を見る限り、 元陽観と茅洞の位置関係は、 現在とほぼ同じであるように思える
が、 『茅山道教志』 には茅洞の洞口にかつての元陽観があったと書かれている。

*72 さきほどの 『茅山志』 巻六 「括神区篇」 にも 「茅洞は元陽観の石壇の下にある」

とされていた こ とからすると、 かつての元陽観は現在よりも、 もう少し下側に

位置していたのかもしれない。

写真43 元陽観

おわ リ に

こ こまで、 とくに茅山の部分に関しては、 主に茅山の現在の地理状況を 『茅

山志』 の記述に照らし合わせ、 さらにそ こ から 『真詰』 における記述へと遡ら

せてゆくという作業を行なってきた。 この作業には不完全な部分も多いが、 筆

者 自 身としては、 自 分の足で、 あるいは車に乗って茅山を回って、 多少なりと

も茅山の地理的な感覚を養うこ とができたように思う。 こ の調査記録において

示した写真と地図と筆者の拙い記述は、 文献だけからではつかみにくい地理的

な感覚を伝える こ とを こ こ ろ みたものであるが、 もしそれがわずかでも成功し
ていれば幸いである。

と こ ろで、 筆者は、 茅山と言えば、 もともと楊義と二許、 陶弘景の こ とだけ

しか頭になく、 こ の調査記録に書いた こ とも、 大半がその範囲にとどまってい

るのであるが、 実際に茅山に行ってみると、 彼らの存在感は思ったよりも小さ

かった。 現在の茅山からすれば、 彼らは茅山の歴史上に現われた多くの神仙や

道士のうちの一人に過 ぎないのかもしれない。 玉晨観がほとんど忘れられた存

在になっているのは、 そ こ に民家があって再建が困難だという事情があるのか

注 7 1 … 元陽観、 … …今観
在茅洞之上。 隆興初、 呉興
道人沈善智者、 穴居、 自稲
洞主。 遇 薪 王韓夫人茅氏、
為創殿宇。 初名沖虚庵、 慶
元間請額為観。 （『茅山 志』
巻一七 「楼観部篇」 7 a )  

注 72••• 楊 世 華 ／ 溜 一 徳
（二00七） 二七三頁。
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もしれないが、 茅山の道観で彼らを祀っている場所はかな り 少ない。 筆者が足

を運んで気づいた限 り で言うと、 九雷万福宮の一室に魏華存と楊義、 陶弘景、

張道陵、 葛洪の像が祀られていただけである。

一方、 茅山の道観の特徴として、 ひときわ目を引いたのは、 茅君信仰の盛ん

さである。 今回の調査で訪れた道観（工事中の崇魂万寿宮は除く）と 20 1 2 年

8 月末に訪れた九雷万福宮、 崇寿観には、 いずれにも三茅君を祀る大き な太元

宝殿が建っていた。 茅山だから三茅君を祀っているのは不思議ではないのかも

しれないが、 楊義と二許が茅山で活動をはじめる以前からこの地に存在してい

た茅君信仰が、 現在も盛んに行なわれていることに、 筆者は興味を覚えた。

1-2 では、 弯窟山における茅君信仰
＊73 の例を取 り 上 げたが、 このような信

仰は江南の各地域に広がっていたようである。 たとえば、 筆者は以前、 杭州の

通玄観造像を見 学したことがあるが、 そこにも 南宋紹興年間の三茅君のものと

される造像があった。 『通玄観志』 （明・姜南撰、 清・呉陳談増補）所載の 「三

茅殿碑記」（郁存方撰） によると、 通玄観という道観は、 劉真人が夢に三茅君

がやって 来るのを見たことを契機として建て られたものだという。 ．＂ また、

現在においても、 たと えば茅山道院のウ ェ ブサイトにリンクのある道観
＊75 を

見てみると、 丹徒三茅宮や蘇州小茅山道院などの 名が目につく。 さらに、 鎮江

の潤州道院では、 清代のころに三茅宮が建っていたそうである。 ＊76

注73• • •張超然 （二00七）
八九～ーーニ頁を参照。

注74 • • •惟弦観肇初、 齊 自
南宋紹興壬午年。 都録少師
鹿泉劉置人修員地也。 嘗夢
三茅君取白鶴往来旋続、 徘
徊於絃。 厭明遂見三鶴来翔。
自学兆夢、 廼奏請建 祠、 以
祠茅君。 高廟 因之、 勅名日
通玄観。 ※『江南道教碑記』
を参照 した 。

注 75…http://www.msdy. 
org/djgg/ (20 1 3 年 4 月
30 日）

注 76 … h t t p : / / w w w .  
d a o i s m s .  o rg/ a r t i c l e /  
sort02 2/info-8 l 97.html 
(20 1 3 年 4 月 30 日）
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今回の調査に参加 し、 先生方 と と も に弯薩山や茅山を回 り つつ話を聞かせて

い た だ く なかで、 以上の よ う な江南地域 に お け る 過去 と 現在の茅君信仰の実態

が ど う な っ て い る の か、 筆者な り に 関心を持つ こ と が で き た。 こ の調査記録に

は茅君信仰 と い う 観点を十分に盛 り 込む こ と はで き な か っ た が、 今後、 さ ら に

機会を見つ けて、 江南地域の茅君信仰やその上清宗壇 と の 関 わ り な ど に ついて

調査検討 し て み た い と 思 う 。
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